
２０１７年度 公益社団法人十和田青年会議所 スローガン

image 
～私たちの未来を創造する～

《 基本理念 》

imageは無限大

全ては imageすることから始まる

この街の未来と私たちが成長する姿を imageする

私たちが想い描く、明るく豊かな社会の実現に向けて

創造力を養い、実行する力を身につけよう

《 基本方針 》

１．文化振興事業

２．青少年育成事業

３．会員拡大

４．JAYCEEとしての資質向上
５．会員間交流



《 理事長所信 》  

２０１７年度理事長候補者 小関 教仁

【はじめに】

 私は２０１２年１０月に十和田青年会議所へ入会し、２０１３年度から本格的に青年会

議所活動に参加いたしました。２０１３年度お祭り委員会委員、２０１４年度社会創造委

員会副委員長、２０１５年度お祭り委員会委員長、２０１６年度専務理事と、お祭り委員

会の活動を中心に会議所活動を学んで参りました。

 右も左も分からない新人の私に、どの年度も丁寧に私をご指導してくださる先輩がたく

さんおりました。その先輩方のお陰で私は当会議所に早く馴染むことができ、同時に会議

所活動の楽しさや難しさも知り、入会から４年が経とうとしておりますが、私の青年会議

所活動は目まぐるしいものでした。

 この４年間で感じたこと、学んだこと、辛いと思ったこと、楽しかった思い出、振り返

れば色々な思いが蘇りますが、当会議所に入会して本当に良かったと思っており、自分自

身大きく成長することが出来たと思います。そして更なる成長や経験を求め理事長職に挑

戦し、今まで私を育ててくれたこの十和田青年会議所の理事長職を全うすることで当会議

所に今までの恩返しが出来るのであればという思いもあり立候補させていただきました。

 私のたった４年程度の経験値や能力では不安のほうが大きいかと思います。しかし私は

この大きな山に登ろうと決意し、その山頂から見えるものをこの目で確かめたい、乗り越

えてみたい、その先には何が待っているのか、楽しみで仕方がありません。

 来年で私は４０歳を迎えます。その集大成として、全力で理事長職に挑戦することをお

約束いたしまして、私の冒頭のご挨拶とさせていただきます。

【文化振興事業】

近年、少しずつ進歩、発展をみせている私たちのメイン公益事業、第４７回十和田市秋

まつり中日「お祭り広場」をプロデュースします。十和田囃子競演会は昨年で１０周年を

迎え、優勝旗を新たに作成し、会場の設えをグレードアップさせ、競演会は大いに盛り上

がりました。また官庁街通り夜間運行の本部前喧嘩太鼓等も定着しつつあり、近年の中日

「お祭り広場」はかつてない盛り上がりをみせていると思います。そこに参加する市民や

子供たちに今年もお祭りの楽しさや意義を学んでもらいたいと思います。



【青少年育成事業】

 子供たちが少しでも社会や仕事に興味を持ってもらうきっかけとなる事業を行います。

学校の授業や部活動、友達同士では経験できない場を与え、子供たちの将来の夢探しのお

手伝いをしたいと考えます。また子供たちがスポーツ等を通して基礎体力アップや精神力

の向上、スポーツマンシップを学ぶ機会を提供し、心身共に成長することを願います。

【会員の拡大】

 十和田青年会議所の抱える最大の課題は会員減少です。このままでは２０１７年度、２

０１８年度で会員数が現在の約半数に減少してしまいますので、会員拡大は最重要テーマ

としてメンバー全員に会員拡大の意識を植え付けます。近年、世の中は少子高齢化による

人材不足が問題とされ、女性の活躍が期待されております。会員減少の観点から女性会員

の拡大や女性が活躍できる取り組みも推進し会員拡大に繋げて参ります。また拡大交流委

員会内に拡大特別チームを設け、年間を通して拡大に特化した活動を行います。幸い、私

たちは２０１５年度会員拡大において全国会員拡大純増率部門別１位という結果を残して

おります。その時の知識や経験、そして自信を大いに活かして会員拡大に努めて参りたい

と思います。

【JAYCEEとしての資質向上】

２０１７年度は会員の拡大が最重要テーマでありますが、会員の JAYCEEとしての資質
向上も同じくらい重要です。まずは６５周年へ向けて新たな一歩を踏み出すために人材育

成事業を開催し、JAYCEE としての意識をメンバーに高く持ってもらうよう努めます。そ
して JAYCEEとしての資質向上が、地域に率先して貢献出来る人材の育成に繋がると考え
ます。

【会員間交流】

 現在の会員の JAYCEEとしての志をより高く持ってもらうためには、会員同士で十分な
コミュニケーションを図り、親睦をより深めることも必要と考えます。そこで近年少なく

なってきた会員間交流事業（OB交流も含む）を行い、委員会隔てなくメンバー同士が交流
する場を提供し、当会議所としての結束力を高めます。



【結びに】

本年は６５周年へ向けて本当に重要な一年になると思います。「image」というスローガ
ンを掲げながらも、会員拡大、メンバーの資質向上など当会議所の基礎固めが最も重要と

なります。２０１３年度、当会議所は公益社団法人格を取得してから、２０１４年度青森

ブロック大会主管、２０１５年度全国大会東北八戸大会副主管、会員拡大純増率部門別１

位ゴールデンゴング獲得、２０１６年度創立６０周年記念式典、記念事業開催と目まぐる

しく駆け抜けて参りました。そして２０１７年度、ここで一旦自分たちを見つめ直し、地

に足をつけ、しっかりと未来を見据える一年とし、青年としての英知と勇気と情熱を持っ

て率先して地域に貢献するする人材の育成に努めて参りたいと思います。



2017年度委員会事業計画（案）並びに予算（案）

太田　格道 委員長 中野　隆生

協議開催日： 2016/12/13 副委員長 石川　隆大 委員 相内　純 阿部　拓臣

委員会名 総務委員会 岡山　拓也 酒田　志緒美 谷島　明裕 成田　啓一 山端　博

公益事業 その他事業

新年祝賀会 新年祝賀会
来賓、特別会員、関係諸団体へ
の新年のご挨拶を述べ、懇親を
深め、一年の活動方針を示す。

・祝賀会は円卓スタイルにて行い、その中で
理事長からの挨拶、ご来賓の祝辞を頂戴す
る。
・来賓・特別会員、関係諸団体と懇親を深め
る場とする。

1月16日(月） 220,000 220,000 180,000 1月例会 他２
28年11月常
任理事会

７月臨時総会 ７月臨時総会
臨時の決議案がある際に開催
する。

臨時総会において決議すべき議案が上程さ
れた際に開催し、決議を行う。

7月14日(金) 50,000 45,000 75,000 法人会計
4月常任理事
会

卒業式 卒業式 卒業生を賞賛し送り出す。

・卒業式では卒業生のプロフィールを紹介、
理事長より卒業証書を贈る。
・懇親会も実施する。 12月15日（金） 160,000 125,000 125,000 12月例会 他２

9月常任理事
会

特別会員通信作成・発行 特別会員通信（2回）
正会員・特別会員に向けて情報
を提供する。

各種事業や大会の告知・報告を行なう。 3月・11月 100,000 100,000 100,000 他３
1月常任理事
会

第9回定時総会 第9回定時総会
前年度事業決算、新年度役
員就任等の議案を審議す
る。

総会において決議すべき議案が上程された
際に開催し、決議を行う。

2月24日（金） 60,000 34,000 34,000 2月例会 法人会計
1月常任理事
会

第10回定時総会 第10回定時総会
1年を振り返り、反省と共に次
年度へ向けて意思疎通を図
る為。

総会において決議すべき議案が上程された
際に開催し、決議を行う。

12月15日（金） 50,000 25,000 25,000 法人会計
9月常任理事
会

選挙管理委員会設置 選挙管理委員会の設置
次年度理事長候補者並びに次
年度監事候補者を選考する。

次年度理事長候補者並びに次年度監事候
補者を選考するにあたり選挙管理委員会を
開催する。

随時 法人会計

例会・理事会のセレモニー
会場設営

総会･例会・理事会のセレモ
ニー会場設営

総会・例会・理事会のセレモニー設営。
各種会議毎 通年 法人会計

総会・定例理事会・常任理
事会
の資料の確認（コンプライ
アンスチェック）

総会･定例理事会・常任理事会
が適正な資料をもって運営され
るようにする。

事務局と連動し、上程前に各議案書の確認
を行なう。

随時 通年 法人会計

公益事業
2017予算計

その他事業
2017予算計 2016予算計 2015予算計

0 640,000 549,000 539,000

2015予算 備考 事業区分 提出期限

副理事長兼室長

職務分掌 事業名 目的 事業内容 開催日
2017予算

2016予算



2017年度委員会事業計画（案）並びに予算（案）

杉沢　崇 委員長 栗山　務

協議開催日： 2016/12/8
副委員長 似鳥　友理 委員 下川原勝義 高松政司

委員会名 お祭り委員会 竹ケ原祥一 田中裕子 中村昌明 吹越玲奈 山内豪士

公益事業 その他事業

文化振興事業
第47回十和田市秋まつり
中日「お祭り広場」
プロデュース

十和田市秋祭りの継承と新
たなる発展を目指し、お祭り
を通して地域の文化振興を
図る。

・お祭り広場企画、運営
・各種会議の開催
・有識者会議
・第１１回十和田囃子競演会
・太鼓車コンテスト
・薄暮運行
・夜間運行
・中日「お祭り広場」の運営全体説明

9月9日（土） 2,700,000 2,820,000 2,400,000 公益２

６月
常任理事会
(2月常任理
事会　部分
審議）

青少年育成事業 職業体験事業

子供が職業体験で学んだ事
を通じて働くことの喜びや仕
事への意欲を育む。また、各
種職業の体験をしてもらい、
働く人と直接接すること、知
識や技術に触れることを通じ
て、学ぶこと、働くこと、そして
生きることの大切さを感じても
らう。

各分野の企業に協力頂き、子供たちに
色々な仕事の体験の場を提供する。
十和田市近隣在住の子供を対象に各職
業別のブースを設けて実習体験を行う。

5月14日（日） 500,000 450,000 288,000 公益１
２月

常任理事会

公益事業
2017予算計

その他事業
2017予算計 2016予算計 2015予算計

3,200,000 0 3,270,000 2,688,000

2017予算
2016予算 2015予算 備考 事業区分 提出期限

副理事長兼室長

職務分掌 事業名 目的 事業内容 開催日



2017年度委員会事業計画（案）並びに予算（案）

中谷武 委員長 米内山和正

協議開催日： 2016/12/8
副委員長 千葉千絵 委員 江渡尚靖 蛯名信之

委員会名 拡大交流委員会 鎌田久美子 齊下了介 新山優也 樋口由美子 丸井香織

公益事業 その他事業

会員拡大 会員拡大

本年度は13名の会員拡大を
目標とし、地域社会への貢献
のために組織力の向上を行
う。

・拡大ツールのバージョンアップ
・定期的な拡大報告
・活動内容を定期的に発信
・ミニ交流会の開催

随時 30,000 40,000 40,000 他３
12月常任理
事会

会員拡大のための事業
会員拡大のための交流事
業

会員拡大を主な目的として、
同世代のオブザーバーの
方々と交流しながら社会貢献
を果たす青年会議所の魅力
を発信し、女性の活躍を推
進しながら、会員増強をはか
る。

社会貢献を果たす青年会議所の活動の
魅力を感じてもらう講演会・交流会の企
画、運営。

3月10日（金） 145,000 60,000 60,000 3月例会 他２
12月常任理
事会

地域の方々との交流事
業

地域の方々との交流会

同世代、異業種の方々と交
流を深め、情報交換をしなが
らこの地域の発展、活性化に
つながる話題を話し合える場
を提供する。

十和田市や近隣市町村でご活躍されて
いる方々との交流会の企画・運営。

10月20日(金) 50,000 60,000 60,000 10月例会 他２
7月常任理
事会

青少年育成事業 わんぱく相撲
わんぱく相撲を通じて子供た
ちの成長と友情を育む。

・わんぱく相撲十和田場所開催
・わんぱく相撲全国大会への支援、引率

LOM大会/6月
全国大会/7月

170,000 200,000 120,000 6月例会 公益１
3月常任理
事会

公益事業
2017予算計

その他事業
2017予算計 2016予算計 2015予算計

170,000 225,000 360,000 280,000

2015予算 備考 事業区分 提出期限

副理事長兼室長

職務分掌 事業名 目的 事業内容 開催日
2017予算

2016予算



2017年度委員会事業計画（案）並びに予算（案）

協議開催日： 2016/12/8 専務理事 国分　聡 財政局長 力石　優

委員会名 財政局 財政局次長 深堀　貴幸

公益事業 その他事業

公益社団法人格の
維持・継続

公益社団法人格を維持・継
続する。

公益社団法人の約款・約欺に従った事
業が適正に行われるように支援する。

随時 10,000 10,000 10,000 法人会計

財政の適切な管理・執
行

年会費納入及び財政を適切
に管理する。

事務局と連動した年会費及び財政の管
理。

随時 0 0 0 法人会計

登記、会計管理
２０１７年度(公社)十和田青年
会議所の運動が適正に行わ
れるようにする。

・登記業務
・財務会計管理

随時 0 0 0 法人会計

各事業の収支予算案並
びに決算書の確認

理事会・常任理事会が円滑
に行われるようにする。

上程された収支予算書並びに決算書を
不備が無いかを確認する。

随時 0 0 0 法人会計

公益事業
2017予算計

その他事業
2017予算計 2016予算計 2015予算計

0 10,000 10,000 10,000

2016予算 2015予算 備考 事業区分 提出期限職務分掌 事業名 目的 事業内容 開催日
2017予算



2017年度委員会事業計画（案）並びに予算（案）

協議開催日： 2016/12/13 専務理事 国分　聡 事務局長 小笠原　大地 事務局員

委員会名 事務局 事務局次長 熊谷　直人 高崎　美樹 田中　泰朗 三村　綾子

公益事業 その他事業

渉外業務
他団体との連絡調整

日本・地区・ブロックの窓口
日本JCをはじめとする他団体と
の円滑な渉外業務と連絡調整を
行うため

・他団体との連絡調整並びに案内 随時 0 0 0 法人会計

理事会・常任理事会の設
営並びに資料の確認

理事会・常任理事会の設営並
びに資料の確認

理事会・常任理事会のスムーズ
な開催、運営を行うため

・理事会・常任理事会の開催に向けて資料の
収集並びに作成を行う

随時 0 0 0 法人会計

定時総会、臨時総会、理事
会の会場設営

定時総会、臨時総会、理事会の
会議の内容を記録するため

・定時総会、臨時総会並びに理事会の議事
録作成

随時 0 0 0 法人会計

褒賞特別委員会の設置・
運営

褒賞特別委員会の設置・運営

各委員会並びにメンバーが取り
組んできた事業の功績を振返
り、褒賞を授与し今後の運動の
活性化を図るため

・褒賞特別委員会の開催
・アワードセレモニーの開催

１２月 10,000 10,000 10,000 法人会計
１０月常任理事

会

総会・理事会・常任理事会
の資料の確認

総会･理事会・常任理事会が適
正な資料をもって運営されるよう
にするため

・各委員会と連動し、上程前に各議案書の確
認を行なう

随時 0 0 0 法人会計

事業計画書・報告書発行 事業計画書・報告書発行
各事業をまとめ、正会員・特別
会員等各方面へ報告するため

・当年度の事業報告書作成・発行 １２月 90,000 90,000 90,000 法人会計
１０月常任理事

会

ホームページやＳＮＳ等の
公開・管理・更新

ホームページやＳＮＳ等の公
開・管理・更新

JC運動等をインターネットを通じ
てPRするため

・ホームページのやＳＮＳ公開・更新・管理
・JC運動等の掲載と情報公開

随時 60,000 60,000 36,000 他３ １月常任理事会

会員間交流事業
・スポーツ等を通じて会員間の交流を深める
事業

４月２３日（日） 50,000 0 0 ４月例会 他２ １月常任理事会

奥入瀬クリーン作戦への参加
・奥入瀬クリーン作戦に参加して、会員間の
交流を深める

８月６日（日） 0 0 0 ８月例会 法人会計 ５月常任理事会

ＪＡＹＣＥＥとしての資質向
上事業

ＪＡＹＣＥＥとしての資質向上事
業

JCメンバーが資質向上や意識
向上を目指し、リーダーとしての
スキルを身に付けるため

・JAYCEEとして必要な知識を学び、これから
の活動への意識向上を目的とした事業を行う

１１月１５日（水） 50,000 0 0 １１月例会 他１ ８月常任理事会

公益事業
2017予算計

その他事業
2017予算計 2016予算計 2015予算計

0 260,000 160,000 136,000

会員間交流事業
会員間での親睦を深め、ＪＣ運
動の活性化を図るため

2017予算
2016予算 2015予算 備考職務分掌 事業名 目的 事業内容 事業区分 提出期限開催日


